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2014 winter岡山市立鹿田小学校出前講義
　2013年10月4日に岡山市立鹿田小学校6年生
のみなさんに、鹿田遺跡を紹介する出前講義を
行いました。鹿田遺跡発掘30周年イベントのひと
つである「鹿田遺跡マスコットキャラクター募集」
のPRを兼ねた企画です。
　同校は岡山大学鹿田キャンパスの西700mとい
う近距離にある上、校名に「鹿田」の地名がつ
くなど、鹿田遺跡と縁のある学校ですが、遺跡
の内容については、あまり知られていませんでし
た。講義は計２回、２クラスごとに各45分です。
　弥生時代～江戸時代初めの遺跡紹介のあと、
持参した土器や石器に触れてもらいました。初め
ての経験で、おっかなびっくりの表情を浮かべな
がらも、実物の重みや手触りを感じることで歴史
をより身近なものと体感できたのではないでしょうか。
　講義終了後、こうした活動を継続して欲しいと
の要望もあり、学校教育での積極的な活用も視
野に入れる必要を感じています。
　講義に際して、学校の方々にご協力いただき
ました。お礼申し上げます。　　　 （岩﨑志保）
中学生の職場体験
　2013年11月13日～15日に岡山市立中央中学校の3名と同
岡北中学校の2名、また11月20日・21日に同高松中学校の2
名の職場体験を受け入れました。
　今年度は、岡大構内遺跡から出土した土器の洗浄・注記・
復元作業の体験に加えて、貝塚出土の貝類の整理作業も組
み込みました。これらの作業を通じて、発掘調査後、公開展
示に至るまでに、様々な道のりがあることに気づいてもらえた
ようです。
　こうした本センターの取り組みは、11月21日に岡山大学フェ
イスブックで紹介されました。　　　　　　　　　  （岩﨑）
2014年2月5日　発行
■編集発行
　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
〒700－8530　岡山市北区津島中3丁目1番1号
TEL･FAX（086）251－7290
［ホームページ］ http://www.okayama-u.ac.jp/user/arc/archome.html
編 集後記
　岡山大学が鹿田遺跡の調査を開始して30年。こ
れまでに24回の発掘調査を重ね、遺跡の全容が
徐々にわかってきました。古代・中世の「鹿田荘」に
ついて注目されがちですが、今回は、第１次調査に
立ち返り、弥生時代を振り返ってみました。  （山本）
　今から30年前の1983年、岡山大学は埋蔵文化財調査室（現埋蔵文化
財調査研究センター）を設置し、同大学鹿田キャンパス内に広がる本遺
跡の本格的な発掘調査を開始しました。その後、現在まで24回に及ぶ発
掘調査により、弥生時代の集落は、大学病院外来診療棟の建て替え工
事に伴う第１次調査地点を中心とする、比較的小さなムラであったことが
わかってきました。しかし、その内容には、当時の弥生社会を考える上で、
注目すべき多くの痕跡が残されています。
　瀬戸内海に臨む遺跡の役割そして弥生社会の変動を読み解く手がかり
を求めて、ムラを構成する住居と井戸、手工業生産の様子、使われてい
た土器など、人々の営みを支えた要素について、鹿田遺跡の状況をまとめ
てみましょう。興味深い地形環境に視点をおくと、小さくても大きな役割
が見えてきそうです。　　　　　　　　　　　　　    　　   （山本悦世）
鹿田遺跡、発掘30年
弥生時代を語る！
岡山県南部の弥生時代遺跡分布（山口雄治・山本悦世作成）
鹿田遺跡第１次調査地点弥生遺構配置図
上段：後期前半(後期２期)、下段：後期後半(後期３･４期)
旭川下流域の弥生時代の遺跡分布と後期の海岸線 （山口・山本作成）
＊参考文献　山本悦世他1988『鹿田遺跡１』
　　　　　　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
＊上下の地図は国土地理院発行の基盤地図情報数値標高モデル（5m）を使用
　鹿田遺跡が立地する岡山平野が、安定的に姿を
現してくるのは、弥生時代中期～後期初頭に進行す
る土砂の堆積を経てからのようです。その背景には気
候の影響に加え、中国山地から瀬戸内海へと南流
する河川の流量の多さも重要な一因といえるでしょう。
　弥生時代後期には、旭川や足守川下流域などに
形成された沖積平野が海岸線を後退させ、水稲農
耕に適した環境を生み出したことが窺われます。
　遺跡分布からも、弥生時代中期後葉～後期に、
土地の広がりにあわせるように人々の活動が展開し
ていることが指摘されます。鹿田遺跡は、まさにその
代表的な遺跡といえるでしょう。
沖積平野の誕生！ －岡山平野の幕開け－
　岡山県南における遺跡は、丘陵上・谷筋・
平野などに広がっています。ただし、平野
部においても、高梁川や旭川の扇状地や
氾濫原など（図：ピンク色部分）は遺跡分布
が極めて希薄であり、居住は避けられてい
たようです。
　避けられる場所があれば積極的に求めら
れる場所もあります。現在の調査事情にも
左右されますが、それを差し引いても、三
角州を中心とする平野部の遺跡集中は、
海岸線や谷筋ごとに点在する分布状況と異
なっており、積極的に求められる場であっ
たことが窺われます。「集村」と「散村」の
景観を彷彿とさせます。
弥生時代の遺跡分布と人々の選択
ムラを取り巻く環境、
「旭川の申し子、鹿田ムラ！」
　岡山駅から南に約２㎞。岡山大学鹿田キャ
ンパスを中心に広がる集落遺跡です。
　中国山地から南流する旭川西岸に位置す
るこの場所に人々が暮し始めたのは、弥生時
代中期後半、今から約2100年前のことです。
当時は、河口に形成された砂州のような環
境だったと思われます。
　ムラが営まれた弥生時代中期後半～古墳
時代初頭、海につきだしたようなムラの立地
環境は、旭川西岸域のなかで際だっており、
「弥生鹿田ムラ」の性格を窺う手がかりになり
そうです。
小さいながらも重要な「鹿田ムラ」
　弥生時代後期の「鹿田ムラ」は、東西300ｍ、南
北250ｍの範囲を利用していたようです。北側には東
西方向に深い川が走り、居住の場は、その堤防状
の高まり(第１次調査地点、現在の岡大病院外来診
療棟付近)に求められます。後期前半には、中期か
ら続く土砂の堆積により土地は広がりを見せ、居住
域の南側のやや低い場所は水田域になっています。
ムラの東北角には船着き場を思わせる地形があり、
土器を敷き詰めた方形の高まりが見つかっています。
　居住空間に残された塩作りをはじめとする手工業
生産や墓・祭祀等に関わる遺構、そして他地域との
交流を示す遺物は、中期後半～古墳時代初頭、「吉
備」の地が輝き始めた時期に連綿と営まれた「鹿
田ムラ」のなかに、弥生社会の特徴を色濃く刻み込
んでいます。小さいながらも、この地域で大事な役
割を担うムラだったのではないでしょうか。
ムラのうつりかわり　
　ムラの様子は、後期中葉（後期３期）を挟んで
前半期と後半期で変化がみられます。
　後期前半（後期２期）：井戸を取り囲む住居とそ
の周りで行われる手工業生産、そして子供の埋葬な
ど、様々な活動が混在している点が特徴です。特に
塩作りは盛んで、大量の炭と製塩土器が廃棄された
土坑や炉は、その手がかりとなるでしょう。中期
にはガラス滓も出土しています。また、大小の砥
石を残す住居の存在も具体的な作業を示してい
ます。
　後半期（後期４期）：ムラはシンプルな構成
へと変化します。塩つくりを窺わせる土坑や土器
棺は姿をひそめ、わずかにガラス滓出土の土坑
などを残して住居と井戸そして土器溜まりに集約
される傾向を強めています。
　土器では、独特の胎土の高杯や鉢の増加と
ともに小形化と大量使用が顕著となります。甕で
は吉備特有の形態が姿を見せ、井戸祭祀で使
われる土器は、この甕に軸を移しています。こう
した背景には祭祀のあり方や土器生産の変化が
あるのかもしれません。また、地域間交流を示
す讃岐地域からの搬入土器の存在も特徴的で
す。
　後半期のムラにおけるこうした動きの一端は、
旭川や足守川下流域の遺跡でも認められてお
り、墓は丘陵上へ、土器製塩や土器製作の一
部は外部へという傾向も窺えます。土器廃棄が
土坑から土器溜まりへと中心を移すのも、その
一つかもしれません。他地域との交流を示す土
器の増加や祭祀に関わる変化もあわせ、後期
中葉を境とした社会動向が、「鹿田ムラ」に見
え隠れしています。
（山本悦世）
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　今から30年前の1983年、岡山大学は埋蔵文化財調査室（現埋蔵文化
財調査研究センター）を設置し、同大学鹿田キャンパス内に広がる本遺
跡の本格的な発掘調査を開始しました。その後、現在まで24回に及ぶ発
掘調査により、弥生時代の集落は、大学病院外来診療棟の建て替え工
事に伴う第１次調査地点を中心とする、比較的小さなムラであったことが
わかってきました。しかし、その内容には、当時の弥生社会を考える上で、
注目すべき多くの痕跡が残されています。
　瀬戸内海に臨む遺跡の役割そして弥生社会の変動を読み解く手がかり
を求めて、ムラを構成する住居と井戸、手工業生産の様子、使われてい
た土器など、人々の営みを支えた要素について、鹿田遺跡の状況をまとめ
てみましょう。興味深い地形環境に視点をおくと、小さくても大きな役割
が見えてきそうです。　　　　　　　　　　　　　    　　   （山本悦世）
鹿田遺跡、発掘30年
弥生時代を語る！
